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連
歌
の
座

－

　

明

月

記

を

中

心

と

し

て

ー

1

－

金
　
子
　
金
　
治
　
郎

「
　
緒
　
　
言

連
歌
の
座
ミ
い
皇
嘉
は
、
和
歌
色
菓
集
に
「
く
さ
り
連
歌
の
座
」
ミ
あ
っ
た
り
、
明
月
記
に
見
え
て
ゐ
た
り
す
る
所
が
古
い
例
で
、

琶
唱
壁
書
蟹
玉
胡
‰
招
㌢
の
後
も
連
歌
の
歴
史
を
通
じ
て
長
く
使
誉
れ
て
ゐ
る
。
此
の
言
菜
は
叉
連
歌
の
席
ヾ
ふ
含ヽ

席
ヾ
ふ
い
ヰ
言
重
き
略
同
様
の
概
念
を
有
つ
も
の
ミ
思
は
れ
る
。
心
敬
の
さ
ゝ
め
三
上
巻
に
二
胡
天
よ
り
日
哺
に
い
た
ら
ざ
ら
む
席

は
去
る
の
が
異
本
翻
豊
哨
柳
㌫
盟
に
は
「
曙
よ
り
筈
に
い
た
ら
ざ
ら
む
遠
は
」
ミ
あ
っ
音
、
鑑
欝
卵
餅
露
脚
㌍
諸

ヽ
ヽ

蛋
鮭
砧
巌
恥
丁
強
震
紬
。
又
心
敬
の
私
用
品
語
腎

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

、

、

、

、

、

、

、

外
さ
よ
公
儀
の
合
席
な
ミ
は
た
1
鷺
産
の
時
宜
を
の
．
み
大
事
に
存
る
ゆ
へ
に
作
を
ほ
お
き
ぬ
ひ
侍
る
は
か
ゎ
也
。
か
た
つ
か
け
に
て
数

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

奇
の
好
士
は
か
り
に
て
の
座
は
は
る
か
に
大
事
に
て
は
れ
か
ま
し
く
か

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

ミ
て
‥
公
儀
の
合
席
」
ミ
「
か
た
つ
か
け
に
て
」
の
座
ミ
を
封
せ
し
め
て
る
る
如
き
、
双
方
の
概
念
の
略
同
桔
な
か
こ
ミ
あ
二
塁
号
る
も

の
で
あ
ら
う
。
併
し
明
月
記
に
は
席
、
合
席
等
の
使
用
例
は
な
く
、
専
ら
座
ミ
呼
ば
れ
て
ゐ
あ
。
そ
れ
が
良
基
の
著
書
に
な
る
ミ
、
座
ヾ
壷
ん

連
　
歌
　
の
　
座
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第

一

輯

で
席
の
用
例
が
あ
。
、
舶
鋸
㌶
酎
髭
理
看
問
御
記
に
総
合
盾
が
普
通
の
や
う
で
あ
る
。
謂
簑
責
誓
茹
均
後
里
方
に
座

も
行
は
れ
乍
ら
、
合
席
の
用
例
が
多
く
、
宗
祇
の
骨
庸
二
十
五
禁
講
の
如
き
制
禁
も
現
れ
て
二
般
的
に
な
っ
て
ゐ
る
・

座
又
は
脅
席
ヾ
し
い
ふ
連
歌
興
行
の
形
式
的
側
面
に
於
て
は
、
き
れ
だ
け
の
こ
ヾ
示
間
組
に
な
る
で
あ
ら
う
か
。
連
理
秘
抄
に
次
の
や
う

に
記
し
て
ゐ
る
。

、

、

　

　

　

　

　

　

　

　

、

、

　

　

、

1

　

　

　

　

　

　

　

1

1

－

－

ヽ

ヽ

1

ヽ

ヽ

ヽ

－
座
を
張
行
せ
ん
芸
も
ほ
ま
つ
時
分
を
ゑ
ら
ひ
眺
望
を
た
つ
ぬ
へ
し
。
（
中
略
）
鋼
人
廣
座
大
飲
萱
の
席
ゆ
め
ノ
ー
張
行
す
へ
か

ら
す

弦
で
は
時
分
、
眺
警
－
い
環
境
の
問
撃
首
衆
ミ
が
挙
げ
ら
れ
て
る
る
。
租
人
庶
座
が
大
字
典
に
引
い
て
る
る
凋
人
虞
衆
に
所
縁
す
る
も

の
ヾ
与
れ
ば
、
合
衆
の
多
数
を
意
味
し
、
大
飲
荒
言
は
そ
の
質
に
関
係
し
て
ゐ
る
。
こ
の
含
衆
に
就
い
て
は
後
に
説
く
の
で
あ
る
が
・
含

席
の
中
心
問
題
に
な
っ
て
る
る
。
さ
ゞ
め
ご
ミ
上
巻
に

い
か
ば
か
り
し
み
こ
は
り
侍
る
べ
き
座
に
も
∵
心
L
は
，
ご
け
ぬ
人
の
一
両
輩
も
ま
じ
は
れ
ば
其
の
席
は
興
つ
き
侍
る
ヾ
妄
り

ヾ
あ
る
の
ほ
、
此
の
周
題
の
重
要
性
を
示
し
て
る
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
時
分
・
眺
望
を
座
の
問
題
ミ
し
て
説
い
て
る
る
の
は
・
極
め
て

珍
し
い
例
で
あ
っ
て
、
注
意
す
べ
き
で
あ
る
ミ
思
ふ
。

ヽ
ヽ

次
に
執
筆
の
問
題
が
あ
る
。
梵
燈
庵
返
答
義
子
巻
に
二
二
厘
は
た
ゞ
軌
笠
の
計
ひ
に
て
侍
る
問
」
ミ
あ
っ
た
り
・
私
用
抄
に
「
大
む
ね

ヽ
ヽ一

座
の
興
に
い
り
面
白
は
ひ
ミ
へ
に
執
笠
の
心
つ
か
ひ
に
よ
り
侍
る
ミ
也
」
。
ヾ
－
あ
っ
た
り
し
て
・
座
の
聞
管
し
て
決
し
て
見
遺
し
得

な
い
も
の
で
あ
る
。

ヽ
ヽ

次
に
は
座
の
進
行
の
遅
速
即
ち
時
間
が
問
題
に
な
っ
て
打
て
、
吾
妻
問
答
に
も
二
一
座
の
は
や
き
を
好
み
ま
た
遅
き
を
好
む
事
－
？
ぞ
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ヽ
ヽ

か
よ
し
ミ
申
す
べ
か
ら
む
」
の
二
項
を
設
け
て
座
の
遅
速
．
を
論
じ
．
乗
載
の
若
草
山
に
も
、
「
連
歌
竺
座
の
程
は
は
や
き
が
よ
く
あ
る
べ

き
に
や
・
お
そ
き
が
よ
く
あ
る
べ
き
に
や
一
ミ
て
、
同
様
に
此
の
間
置
に
注
意
し
て
ゐ
る
。

以
上
時
分
・
桃
等
合
衆
・
執
筆
時
間
等
の
項
目
を
撃
げ
た
が
・
右
の
中
時
分
・
眺
望
竺
般
的
に
は
取
扱
ほ
れ
て
る
な
い
。

二
月
二
十
五
日
1
晴
・
有
召
参
内
、
有
都
連
歌
、
式
部
卿
宮
蔓
町
段
（
ジ
ー
千
九
名
略
す
）
　
執
筆
陣
顧
胡
臣
也
、
年
下
和
地
行
、
亥
和
事

終
退
喝
憫
遠
景
鵠
掴
紅
整
廿
豊
の

右
は
比
較
的
整
っ
た
記
事
を
拾
っ
て
見
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
禽
衆
・
執
筆
時
間
の
三
鮎
で
、
こ
れ
が
座
の
問
題

の
中
心
で
あ
る
こ
ヾ
丘
、
前
述
し
た
所
ヾ
）
照
合
．
し
て
昔
肯
さ
れ
る
ヾ
）
思
ふ
。

本
稿
に
於
て
は
明
月
記
及
び
そ
の
時
代
に
於
け
ち
座
に
就
い
て
・
合
衆
・
執
筆
陣
間
の
三
鮎
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。
蓋
し
明
月
記
松

治
承
四
年
か
ら
嘉
頑
元
年
に
至
る
晶
で
あ
。
・
晶
中
連
歌
記
事
の
初
見
で
あ
る
文
治
四
年
岩
に
は
、
規
朝
が
平
家
を
滅
し
て
嘗
際

上
の
政
権
を
提
つ
真
治
元
年
か
ら
三
年
目
に
嘗
り
ー
連
歌
記
事
の
最
後
で
あ
嘉
頑
元
年
謂
は
後
鳥
羽
上
皇
が
隠
岐
に
崩
御
せ
ら
れ
・

た
延
應
元
年
か
ら
四
年
前
に
雷
る
・
こ
れ
を
連
歌
史
の
上
か
ら
見
れ
ば
く
さ
り
連
歌
ヾ
蒔
ば
れ
た
所
謂
長
連
歌
の
初
生
形
態
が
次
第
に
盛

に
行
ほ
れ
て
、
百
韻
等
の
定
形
連
歌
の
発
生
し
た
時
代
で
あ
る
。
然
し
て
座
又
は
曾
席
が
問
題
に
な
る
の
は
所
謂
長
連
歌
で
あ
る
か
ら
、

座
又
は
合
席
の
方
面
か
支
え
ば
、
此
の
時
代
は
そ
の
初
期
に
用
雷
す
る
。

此
の
時
代
の
連
歌
記
事
は
明
月
記
が
最
も
詳
細
で
あ
っ
て
・
本
稿
は
専
ら
明
月
記
を
中
心
に
し
て
ゐ
る
。
其
の
他
に
も
後
鳥
羽
院
定
軍

需
讐
墓
鏡
・
今
物
語
・
和
歌
色
蓑
等
品
分
的
に
蓼
看
し
て
ゐ
あ
。
此
の
時
代
ミ
し
て
抜
玉
琴
民
経
記
・
如
願
法
師
集
．
八
雲
卸
抄

等
に
も
連
歌
記
事
は
見
え
て
る
る
が
、
本
稿
の
考
察
に
特
別
の
材
料
を
提
供
し
て
ゐ
な
い
。

．
連
歌
　
の
座
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第

一

輯

こ
∵
合
　
衆

合
衆
の
問
題
は
、
そ
の
質
ヾ
－
敦
ヾ
あ
両
面
か
ら
考
察
さ
れ
る
。

）

】
合
衆
の
質

．
第
一
に
か
の
二
條
河
原
落
書
に
、
「
京
鎌
倉
チ
コ
キ
マ
セ
三
鷹
ソ
ロ
ハ
ヌ
エ
セ
連
歌
」
ミ
あ
る
如
き
嘉
連
歌
ヾ
藤
倉
連
歌
ミ
の
対
立
が

考
へ
ら
る
。
秋
協
雛
詣
鮎
加
転
載
哉
毘
′
紺
嶺
謂
拍
い
蟻
ハ
㌶
明
月
記
の
時
代
に
も
墓
鑑
に
は
、
税
朝
禁
断
隼
射
鰯
「

準
星
薫
許
蓋
詑
羞
賽
詣
菅
の
鎌
倉
の
連
歌
が
見
ら
れ
る
が
、
霊
歌
に
封
L
I
F
れ
だ
け
質
的
に
封
立
し

て
ゐ
た
か
は
判
明
し
な
い
。

章
二
に
は
合
衆
の
階
級
的
差
別
が
考
へ
ら
れ
る
。
筑
波
問
答
に

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

地
下
に
も
花
の
本
の
好
士
お
は
か
り
し
か
き
も
∵
）
へ
さ
ま
道
の
人
々
の
上
手
に
て
あ
り
し
か
ば
取
分
け
て
ぬ
け
腋
で
た
る
も
侍
ら
ず

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ミ
あ
㌃
の
は
、
後
嵯
峨
院
時
代
の
斯
蟹
の
状
態
で
あ
っ
て
－
地
下
言
へ
さ
き
の
陀
級
的
分
野
の
明
麿
に
な
っ
た
の
は
恐
ら
く
そ
の
時

代
で
あ
ら
う
。
併
し
明
月
記
の
中
に
、
「
少
年
雅
人
連
歌
」
欄
詳
あ
る
少
年
雅
人
は
・
所
謂
う
へ
さ
ま
の
階
級
に
屈
す
る
者
で
は
な
か

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

っ
た
で
あ
ら
う
。
又
今
物
語
に

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

戎
所
に
て
此
世
の
連
歌
の
上
手
ミ
問
ゆ
る
人
々
寄
合
て
連
歌
し
け
る
に
、
其
門
の
し
た
に
法
師
の
誠
に
あ
や
し
げ
な
る
が
、
か
し
ら
は

、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

を
つ
か
み
に
お
ひ
て
か
み
ぎ
ぬ
の
は
ろ
く
ミ
あ
る
う
ち
き
た
る
が
、
つ
く
く
ミ
此
連
歌
を
聞
て
有
け
れ
ば

号
、
此
の
法
師
が
名
馨
の
附
句
を
な
し
て
人
芸
焉
嘆
せ
し
め
た
こ
言
記
し
、
後
に
そ
の
話
を
京
極
中
納
言
腎
聞
い
て
ゆ
か
し
が

164
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っ
た
ヾ
－
物
語
っ
て
る
ち
が
、
此
の
説
話
の
法
師
が
下
層
憎
級
の
者
ら
し
い
こ
ヾ
－
は
、
服
装
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
山
田
孝
雄
博
士
は
明
月

記
に
、
好
士
碍
尼
が
定
家
等
ミ
連
歌
を
共
に
し
た
こ
ヾ
1
を
以
て
二
貴
神
が
布
衣
の
交
を
な
し
さ
も
の
ヾ
L
L
、
「
連
歌
の
民
衆
化
し
て
行
く

ヽ
ヽ

べ
き
傾
向
姦
示
し
す
る
も
の
芸
れ
て
る
晶
詣
離
酎
禁
媚
㌔
が
ー
今
物
語
の
雷
に
於
て
早
く
も
下
雲
合
に
於
け
る
連
歌
の

一
端
は
窺
へ
る
三
早
曇

第
三
に
は
合
衆
の
上
手
下
手
・
堪
能
不
堪
が
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
問
題
が
重
要
性
を
持
つ
こ
ミ
ほ
、
連
理
秘
抄
に

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

合
着
こ
ミ
に
堪
能
を
ゑ
ら
ふ
へ
し
。
不
堪
雨
三
に
過
は
ま
こ
ヾ
）
に
難
治
ミ
可
謂
。

ヾ
－
あ
る
に
依
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
明
月
記
の
時
代
に
於
て
も
亦
問
題
に
な
っ
た
こ
ミ
ゝ
思
ふ
。
嘉
墜
一
年
四
月
六
日
の
促
に
、
「
女
房
之

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

初
箪
繭
三
人
」
ヾ
－
あ
る
初
夢
は
、
此
の
問
題
に
爛
れ
て
る
る
。

ヽ
ヽ

第
四
に
は
女
性
の
合
衆
が
考
へ
ら
れ
る
。
前
項
の
「
女
房
之
初
学
や
∵
前
方
項
の
好
士
滝
尼
諸
藁
誤
．
竃
諸
等
ほ
ー
明

月
記
に
於
け
る
姦
作
家
で
あ
る
。
此
の
系
統
に
は
、
後
に
抄
石
集
の
若
狭
品
欝
哲
侍
晶
の
塀
円
侍
・
少
賂
内
借
姉
妹
等
が
あ

る
が
、
筑
波
問
答
に
は
己
に
1
「
此
の
頃
は
女
の
連
歌
師
な
き
の
仔
ら
ぬ
無
念
の
事
な
り
」
ヾ
し
嘆
じ
、
大
乗
院
寺
社
難
事
記
に

准
后
晋
日
豪
中
細
連
歌
空
、
か
掛
掛
掛
か
禁
や
謁
㌍
．
三
．

ヽ

▼

ヽ

三
百
ふ
如
く
次
第
に
跡
を
掘
っ
て
行
く
。
女
房
連
歌
は
此
の
時
代
に
於
け
る
ー
つ
の
特
色
ヾ
昌
几
る
こ
ヾ
示
出
凍
る
。

第
五
に
有
心
衆
嘉
心
衆
あ
別
が
あ
る
。
有
心
衆
は
「
尋
常
歌
詞
」
を
富
者
、
無
心
衆
は
「
狂
連
歌
」
の
輩
で
ー
瑚
魂
豊
水
畦
眼

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

目
に
は
「
後
鳥
羽
院
御
時
柿
木
栗
本
ヾ
モ
・
お
か
る
。
栖
本
は
よ
の
つ
ね
．
の
歌
、
是
を
有
心
ヾ
義
づ
く
。
栗
本
は
狂
歌
∵
）
れ
を
無
心
ミ
い

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

ヽ

ヽ

ふ
」
ヾ
モ
、
よ
の
つ
ね
の
歌
羊
狂
歌
ミ
封
畜
し
め
、
有
心
衆
を
又
柿
木
ミ
も
言
ひ
」
無
心
衆
を
栗
誉
－
も
言
っ
て
る
る
。
有
心
衆
に
は
・
　
揃

連
　
歌
　
の
　
座
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文
　
啓
　
致
　
　
第
一
輯

後
鳥
羽
院
を
始
め
、
定
家
・
家
隆
・
秀
能
・
家
長
・
雄
琴
具
規
等
常
代
歌
壇
の
亘
匠
を
網
羅
し
て
ゐ
る
に
封
し
、
無
心
衆
は
長
房
・
光
親
・
顕

俊
・
宗
行
・
宣
綱
・
活
範
等
歌
壇
的
位
置
の
比
較
的
低
い
人
々
で
あ
る
。

こ
の
両
者
が
一
つ
の
座
に
於
て
欄
挑
む
の
が
有
心
無
心
連
歌
で
、
㌍
誹
諸
措
昧
又
柿
木
栗
木
連
歌
讐
謂
霊
撃
も
言
ふ
。

此
の
系
統
に
は
建
長
六
年
常
盤
井
入
道
太
政
大
臣
瞥
氏
の
有
心
無
心
の
連
歌
が
あ
り
・
箆
通
苗
院
震
記
の
有
心
無
心
が
あ
る
e
預

竃
日
併
し
花
園
院
定
記
に
な
る
ミ
以
1
孔
子
春
を
ヾ
あ
っ
て
、
有
心
・
無
心
の
別
は
全
く
形
式
的
で
あ
っ
て
、
明
月
記
の
績
別
ミ
は

陥
り
が
あ
る
。
明
月
記
の
有
心
衆
無
心
衆
の
別
は
、
宮
代
に
於
げ
ろ
顕
著
な
特
色
三
昌
ふ
こ
ヾ
）
が
出
来
る
。

コ
合
衆
の
教

′

一

．

ヽ前
に
も
翠
げ
缶
や
う
に
ー
連
理
秘
抄
に
「
桐
人
虞
座
」
の
席
は
ゆ
め
く
張
行
し
て
ほ
な
ら
ぬ
三
昌
つ
て
ゐ
る
が
、
明
月
記
に
は

始
壷
歌
崗
水
何
木
・
人
数
多
雨
頗
狼
輿
自
然
捷
簸
讃
㌣
丁

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

．

ヽ

ミ
あ
っ
て
人
数
過
多
の
底
に
座
の
乱
れ
た
こ
ヾ
妄
記
し
て
る
る
。
此
の
記
事
は
柿
木
影
供
歌
合
に
引
頼
い
て
張
行
さ
れ
た
連
歌
で
あ
っ

て
、
歌
合
の
人
数
は
十
六
人
ミ
数
へ
ら
れ
、
連
歌
合
の
時
に
は
内
三
人
退
座
し
て
ゐ
る
か
ら
十
三
人
で
あ
る
。
右
は
人
数
の
過
多
な
場
合

で
あ
る
が
、
反
封
に
人
数
の
少
い
の
も
連
歌
の
進
行
を
妨
げ
た
。

巳
悼
辞
宰
相
三
位
同
時
答
・
攻
拓
州
来
・
少
時
能
州
・
始
連
歌
、
何
若
気
ふ
少
掛
禦
。
讃
鷲
丁

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

此
の
湯
合
は
主
人
共
に
五
人
で
あ
る
。
そ
れ
で
総
合
衆
の
理
想
的
人
数
は
何
人
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
前
ヾ
）
同
じ
安
貞
元
年
三
月
十
六
日
の

連
歌
に
は
：
巳
上
十
人
甚
多
」
ヾ
迂
記
し
て
る
る
。
十
三
人
は
勿
論
の
こ
ヾ
主
人
を
甚
多
し
ミ
し
、
一
方
五
人
を
少
し
ヾ
i
れ
ば
、
理
想

的
人
数
は
そ
の
中
間
に
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
今
明
月
記
の
中
、
人
数
の
明
瞭
に
歌
人
得
る
連
歌
に
就
い
て
見
る
ヾ
夷
の
如
く
で
あ
る
。
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′一一一一ヽ一一一ヽ

十　千
人　人

有　無

・・一
八
人
へ
無
心
衆
）

七
人
（
有
心
衆
）

千
人
（
無
心
衆
）

建
暦
二
・
卜
二
・
十
日

5　　4　　3
ヽ　　　　　ヽ　　　　　ヽ

八
人

九
人

九
人

九
人

八
人

同
　
二
・
十
二
・
十
八
日

芳
祓
二
・
九
・
十
九
月

間
　
二
・
十
・
五
日

．
安
貞
元
・
十
一
・
十
九
日

寛
甚
平
五
・
十
四
日

間
　
元
・
六
・
二
十
三
日

右
の
内
1
、
2
、
は
有
心
東
心
連
歌
で
、
有
心
寧
心
を
合
し
た
十
五
人
三
十
人
が
合
衆
で
あ
る
。
こ
れ
は
併
し
座
ヾ
こ
て
特
殊
な
形
式
で

あ
る
鮎
ん
厨
慮
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
一
般
的
な
標
準
ミ
ほ
し
難
い
。
但
し
有
心
衆
ヾ
遠
心
衆
ヾ
示
別
座
に
あ
っ
て
、
畢
燭
に
有
心

連
歌
奉
還
歌
を
行
っ
た
場
合
が
あ
り
・
詣
紅
艶
㌍
軒
㌣
1
・
の
場
合
も
折
紙
一
枚
は
各
別
に
行
ほ
れ
て
ゐ
る
か
ら
・
そ
の
際
は

七
人
・
八
人
の
合
衆
ヾ
呂
見
る
こ
ミ
が
出
衆
る
。
3
、
7
J
は
各
八
人
、
4
、
5
、
6
、
は
各
九
人
で
あ
っ
て
、
大
倍
に
相
似
の
教
を
取
ら
う
ミ
し

て
ゐ
る
。
そ
し
て
此
の
鷲
敷
は
、
明
月
記
が
鷹
讃
す
る
数
を
曙
に
物
語
っ
て
る
る
や
う
で
あ
る
。

合
衆
の
数
に
就
い
て
、
芸
問
答
に
は
「
毒
の
よ
音
衆
七
八
人
」
窟
想
ミ
し
、
免
露
談
に
聖
組
阿
恩
讐
帥
箭
監
剛
墨
祉

豊
謂
豪
的
晋
に
七
閏
年
の
座
に
て
九
人
し
て
連
歌
を
せ
ぼ
や
ヾ
這
ひ
し
妄
り
」
ミ
あ
っ
て
・
九
人
毒
警
し
て
ゐ
る
這

ヽ

　

ヽ

連
　
歌
　
の
　
座
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じ
乗
載
雑
談
に
二
稟
瑚
云
、
合
衆
の
こ
ろ
は
、
上
手
三
人
下
至
二
人
、
執
笠
の
外
下
手
二
人
ヾ
」
あ
り
し
ミ
な
り
」
。
ミ
あ
る
。
こ
れ
を
表

l

而
的
に
数
へ
る
ミ
同
枝
九
人
差
る
。
抽
琵
景
龍
顆
塾
一
義
雛
粍
舞
等
謂
翫
㍍
砧
の
何
れ
も
明
月
記
の
理

想
ヾ
し
す
る
人
数
に
似
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

三
、
執
一
筆

明
月
記
で
は
、
有
心
無
心
連
歌
の
場
合
に
も
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
も
通
じ
て
、
執
筆
を
琴
げ
て
る
る
所
ミ
ゐ
な
い
所
ヾ
）
が
あ
る
。
蓉

げ
て
る
な
い
所
は
、
笠
の
繁
簡
か
ら
洩
ら
し
た
に
過
ぎ
な
い
孟
ふ
。
執
筆
は
蓉
げ
な
く
て
も
ー
百
旬
等
芋
旬
数
を
記
し
音
瑠
凄
詣

謂
墾
正
．
．
各
人
の
旬
教
を
記
し
音
、
蛸
霊
晋
紙
何
枚
晶
し
た
り
t
如
票
‥
譜
詣
。
、
し
て
ゐ
ろ
の
は
、
執
筆
の
存
在
を
語
る

も
の
ヾ
這
心
ふ
。

執
筆
の
質
は
・
竹
園
抄
に
「
連
歌
の
執
輩
は
器
量
に
し
た
か
ふ
へ
き
な
り
」
翻
詣
作
ミ
あ
っ
た
ゎ
、
梵
燈
庵
返
答
芋
巻
に
、
「
い
に
し

ヽ
　
ヽ
．

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

へ
は
執
聾
す
る
人
多
く
は
侍
ら
す
。
相
阿
・
素
阿
・
成
量
也
。
是
皆
連
歌
を
よ
く
し
れ
る
也
」
ミ
あ
っ
て
、
連
歌
に
明
る
い
器
量
の
人
で
あ

る
こ
ミ
を
要
件
ヾ
）
し
て
ゐ
た
。
尤
も
梵
燈
庵
主
の
時
代
に
は
、
「
侶
名
な
ヾ
し
か
た
の
こ
ミ
く
書
つ
ゝ
く
る
者
に
執
筆
を
さ
す
る
」
状
髄
苛
は

あ
っ
た
が
。
詔
葺
月
記
に
見
え
て
ゐ
る
執
筆
は
！
活
軍
規
賓
・
雅
溝
・
忠
伶
・
清
定
・
有
長
・
康
茂
・
孝
綾
等
で
あ
る
が
・
果
し
て
連
歌
器

量
の
人
々
で
あ
っ
た
か
冒
）
か
判
明
し
な
い
。

執
筆
の
仕
事
は
筑
波
問
答
以
下
の
連
歌
書
に
詳
し
く
示
さ
れ
て
み
る
。
今
そ
れ
等
を
引
用
す
る
こ
ミ
ほ
し
な
い
が
、
私
用
抄
に
、
一
大
む

ね
一
座
の
前
後
の
さ
ま
ぐ
・
の
時
宜
は
ひ
ヾ
二
に
執
筆
に
よ
り
侍
る
ミ
也
」
ミ
あ
り
、
一
座
は
主
ミ
し
て
軌
革
に
倣
っ
て
捌
か
れ
て
行
く
。
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勿
論
そ
の
座
の
合
宿
・
貴
人
・
宗
近
の
意
見
は
常
に
食
重
さ
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
貰
際
の
仕
事
ミ
し
て
ー
指
合
を
考
へ
、

雪
月
花
の
あ
り
所
を
心
が
げ
、
句
を
請
取
、
こ
れ
を
披
露
し
、
懐
紙
に
記
す
等
は
、
凡
て
執
笠
の
行
ふ
所
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
明
月
記
の

醜
笠
の
仕
事
抜
き
の
程
度
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
雷
時
に
於
け
ち
持
合
、
雪
月
花
の
あ
り
所
等
の
問
習
明
瞭
で
な
く
孟
㌍
欄
袈
鋸
は

梵
執
筆
の
仕
事
を
明
示
し
た
文
字
も
な
い
。
後
鳥
羽
院
の
高
陽
院
で
行
は
れ
た
有
心
無
心
連
歌
の
申
・
建
暦
二
年
十
二
月
十
八
日
の
ヾ
＼

同
二
十
吾
の
ヾ
－
㌔
郎
那
哺
柚
豊
酎
瑚
闇
乱
読
訂
何
れ
も
首
旬
で
・
各
人
の
附
旬
の
数
も
知
ら
れ
る
。

硯
力

院
十
四
定
家
十
一
推
定
九
．
光
弘
八
家
長
七
票
M

院
十
九
定
家
十
六
　
定
高
十
「
十
二
月

二
十
五
日
・

雨
含
共
後
鳥
羽
院
が
第
一
位
に
ゐ
ら
れ
る
。
又
後
鳥
羽
院
宣
記
建
保
三
年
五
月
十
五
日
の
候
に
、
柿
下
栗
下
連
歌
の
際
二
以
レ
鏡
馬
二
懸
物
‥

尋
常
旬
時
百
文
、
秀
句
二
百
文
取
レ
之
」
の
規
定
で
．
院
牲
一
貫
七
百
文
、
其
の
外
は
∴
二
買
・
六
七
百
文
・
五
六
百
文
等
で
あ
っ
た
ミ
記
し
て

．
ゐ
石
。
院
は
こ
1
で
も
第
一
位
を
占
め
ら
れ
て
ゐ
あ
。
こ
れ
は
勿
論
院
の
都
督
カ
に
依
る
で
あ
ら
う
が
、
又
一
方
．
に
は

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

．
吾
ひ
よ
き
旬
を
え
た
り
ミ
云
共
明
に
座
上
嘗
も
り
て
若
は
ミ
へ
は
つ
く
へ
し
。
ロ
に
ま
か
せ
て
云
へ
か
ら
す
。
囲
謎
傾
欝

ミ
い
ふ
合
衆
の
用
意
も
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
又
執
筆
の
捌
き
に
依
る
所
が
全
然
な
か
．
つ
た
ヾ
L
も
思
は
れ
な
い
の
で
、
一
つ
の
問
題
ヾ
し
し
て

ー

注
意
し
て
置
き
た
い
。

四
、
時
　
　
間

会
衆
の
数
に
倣
っ
て
座
の
進
行
の
規
定
さ
れ
る
こ
ミ
は
、
前
々
項
に
翠
げ
た
」
「
人
数
多
雨
戯
狼
籍
、
自
然
経
恕
」
ミ
か
二
人
少
甚
遅

連
　
歌
　
の
　
座
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遅
」
に
倣
っ
て
知
ら
れ
る
。
執
笠
が
又
こ
れ
に
関
係
す
る
こ
ミ
は
、
そ
の
仕
事
か
ら
言
つ
て
も
首
肯
さ
れ
る
。
私
用
抄
に
、
「
大
む
ね
後
の

讃
進
は
旬
を
そ
き
を
も
よ
は
し
侍
る
あ
つ
か
ひ
也
」
ヾ
）
あ
る
の
ほ
、
執
笠
の
讃
進
に
依
っ
て
座
を
促
す
意
味
で
あ
る
。
併
し
明
月
記
か
ら
は
、

こ
れ
に
関
す
る
文
字
は
見
出
し
難
い
。
此
の
時
代
に
於
て
座
の
進
行
に
最
も
深
い
関
係
を
有
つ
も
の
は
、
放
物
で
あ
っ
た
。

‥
呪
月
記
の
斌
物
は
斌
浮
況
物
の
如
き
封
偶
式
ヾ
）
、
白
何
方
屋
の
如
き
上
斌
下
斌
式
ミ
、
斌
五
色
の
如
き
達
磨
式
ミ
の
三
種
に
分
類
し

得
る
が
、
そ
の
何
れ
に
し
ろ
斌
物
は
凡
て
の
旬
に
亙
っ
て
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
斌
物
の
難
易
に
依
っ
て
、
合
衆
の
詠
出
は
か

な
り
制
限
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
「
賦
物
∵
之
何
方
子
云
力
愚
老
不
諺
加
担
憎
譜
．
三
．
ミ
か
、
コ
賦
鳥
魚
云
今
其
物
不
密
悟
衰

不
堪
」
講
等
「
賦
物
孟
不
拳
風
情
こ
讃
竃
．
「
斌
物
樋
野
詣
誓
ハ
．
「
甚
穿
閉
口
」
讃
竃
．
等
の
文
字
は
所
畏
散
見
し

て
ゐ
る
。
従
っ
て
座
の
進
行
に
も
関
係
す
る
所
は
大
き
い
。

ヽ

ヽ

－

繭
唐
何
昌
、
甚
停
滞
極
見
苦
。
藷
に
㌣

耽
松
何
々
竹
－
其
旬
至
買
掛
掛
レ
掛
。
瑠
諸

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

ヽ

味
物
花
何
水
何
、
墓
各
停
滞
・
不
毒
草
…
相
構
八
十
句
許
容
か
掛
ふ
炉
か
。
謂
一
一
豆

の
如
く
喰
物
が
座
を
停
滞
せ
し
め
、
長
い
時
間
を
要
せ
し
め
、
更
に
百
旬
満
了
に
も
到
り
得
な
い
場
合
を
生
じ
て
る
右
。

斯
く
賦
物
に
依
っ
て
連
歌
の
進
行
の
制
限
さ
れ
た
こ
ミ
は
、
常
代
連
歌
の
特
色
で
あ
っ
て
、
後
に
眩
物
の
制
が
臣
化
し
て
、
筑
波
問
答

に
「
此
の
頃
は
面
ば
か
り
だ
に
も
よ
こ
ミ
し
く
．
ミ
わ
侍
ら
ざ
る
に
や
」
、
ミ
あ
る
如
き
状
憩
か
ら
、
更
に
発
句
が
出
さ
れ
て
後
に
眩
物
が
決

苦
れ
ち
ゃ
う
に
形
式
化
し
た
賠
代
宗
謂
群
に
到
っ
て
は
・
J
連
歌
の
進
行
は
全
く
斌
物
か
ら
解
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
c

以
上
の
や
う
な
種
々
な
規
制
の
下
に
あ
っ
て
．
連
歌
の
一
座
は
，
ご
れ
程
の
時
間
を
要
し
た
で
あ
ら
う
か
。
今
明
月
記
に
就
い
て
、
百
旬
．
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満
了
の
時
間
を
調
査
し
て
み
る
ヾ
）
次
の
や
う
で
あ
る
。

（
起
姑
）
　
　
（
終
了
）

l
、
午
　
睡
！
！
酉
　
障

2
、
申
終
許
　
－
　
亥
姑
許

3
、
未
時
許
　
－
　
戌
時
許

4
、
午
．
終
1
粟
　
燭

5
、
巳
時
許
　
－
　
戌
時
許

右
は
百
旬
満
了
の
座
で
あ
っ
て
、

（
瞞
箭
礪
）

約
七
隙
間

約
五
時
間

約
七
時
間

約
六
時
間
∵

約
十
．
一
時
間

（
年
月
日
）

藁
紙
元
・
四
・

二
十
七
日
日

間
二
・
二
・
十

八
私

同
二
・
二
・

二
十
五
日

間
二
・
九
・

十
九
日
目

寛
喜
二
・
悶

正
・
十
六
日

し
か
も
起
始
ミ
終
了
の
刻
限
の
比
較
的
明
瞭
な
も
の
だ
け
を
拾
っ
た
も
の
で
あ
る
。
2
、
の
中
経
－
－

亥
姑
ミ
い
ふ
時
間
は
他
に
比
し
て
稽
、
、
瑞
も
い
数
字
が
得
ら
れ
た
。
4
、
の
乗
燭
は
大
概
暮
六
つ
の
酉
刻
ミ
し
て
計
算
し
た
も
の
で
、
そ

れ
が
昔
際
に
ー
ご
れ
だ
け
近
接
し
て
る
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
5
、
の
場
合
は
、
途
中
に
「
乗
燭
之
程
嘲
挙
酒
撃
」
こ
ミ
が
介
存
し
て
る
る
か

ら
、
そ
の
時
問
を
控
除
す
れ
ば
、
約
十
一
時
間
ヾ
J
い
ふ
数
字
は
多
少
減
少
す
る
苦
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
他
に
比
較
し
て
長
い
時
間

の
や
う
で
あ
る
。
此
の
5
、
の
場
合
を
除
け
ば
、
他
は
約
五
時
間
乃
至
的
七
時
間
ミ
い
ふ
近
接
し
た
所
要
時
間
を
元
し
て
る
る
。
勿
論
右

法
め
て
概
略
の
数
字
で
あ
っ
て
、
3
、
の
場
合
昌
枝
の
未
障
－
護
の
間
に
百
二
十
韻
の
行
は
れ
た
例
も
あ
る
程
で
・
議
痛
蟻
．

百
韻
満
了
の
時
間
も
極
め
て
劫
拓
性
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
峰
以
上
の
考
察
に
倣
っ
て
大
鰐
の
見
常
だ
け
は
つ
け
得
る
の
で
あ
る
。

．
さ
ゞ
め
ご
ミ
上
巻
に

、

　

　

　

　

1

1

　

　

　

　

　

1

1

ヽ

　

　

　

1

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

二
條
太
閤
さ
ま
な
き
の
や
む
ご
ヾ
し
な
き
御
一
座
は
、
毎
空
の
し
た
よ
り
深
更
に
お
よ
び
し
ヾ
し
な
り
。
そ
れ
ば
か
り
こ
そ
な
く
ヾ
」
も
、
胡
　
1
7

導
　
訳
　
の
　
座
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第
一
輯

ヽ

　

　

　

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

天
よ
り
日
哺
に
い
た
ら
ざ
ら
む
席
は
心
に
く
1
も
侍
ら
ず
や
。

′

ヽ

　

ヽ

ミ
あ
る
、
一
座
又
は
席
は
、
連
歌
の
基
本
的
形
態
で
あ
る
百
韻
の
一
座
又
は
席
の
意
に
解
し
て
よ
い
点
ふ
。
ミ
す
れ
ば
良
基
の
座
や
、

叉
心
敬
の
庶
幾
す
る
席
の
時
間
の
長
さ
認
㍍
投
弾
卜
賽
。
ほ
t
明
月
記
よ
。
も
長
い
わ
け
で
あ
る
。
併
し
又
∵
方
に
は
二
二

座
な
き
も
二
賠
牛
時
に
は
て
侍
る
」
帽
謂
合
席
も
あ
り
、
賂
軍
義
持
が
宗
明
に
二
度
の
時
刻
を
尋
ね
た
時
二
た
三
時
よ
き
は
さ
に
て

侍
」
墓
へ
・
常
時
に
行
は
れ
吾
云
ふ
話
も
あ
る
。
帽
謂
こ
れ
等
に
比
較
す
れ
ば
・
明
月
記
の
連
歌
は
さ
う
連
く
も
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
・

玉
．
結
．
語

筑
波
問
答
に

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

い
か
な
る
も
の
▲
上
手
も
、
暗
に
よ
り
て
こ
座
の
し
ま
ぬ
時
は
、
思
ふ
や
う
な
ら
ぬ
事
も
侍
る
な
り
。ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

芋
あ
る
。
合
席
又
は
座
の
問
題
は
、
昏
衆
・
執
筆
・
時
間
等
に
亙
っ
て
考
察
さ
れ
る
が
、
結
局
一
座
の
し
も
し
ょ
ぬ
の
間
垣
に
撞
着
す
る
の

で
は
あ
る
よ
い
か
。
心
敬
誉
れ
を
し
み
こ
は
る
座
ミ
呼
ん
で
る
る
。
鷲
通
謀
競
唇
霧
架
空
藷
瑠
－
れ
を

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

票
の
面
か
ら
言
へ
ば
‥
こ
の
み
ち
の
好
士
は
か
り
合
合
し
て
心
を
す
よ
し
か
か
い
㌫
一
艇
警
こ
享
あ
り
、
執
筆
の
面
か
ら
言
へ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ば
二
此
役
を
の
み
偏
に
∵
大
事
芋
見
え
侍
る
け
し
き
．
の
あ
ら
ほ
れ
侍
れ
は
二
座
も
げ
に
く
し
く
落
し
つ
ま
り
侍
る
」
挽
用
こ
ミ
で
あ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

り
．
時
間
の
面
か
ら
言
へ
ば
、
「
一
座
の
し
づ
み
た
ち
ぬ
れ
ば
い
か
に
も
興
あ
る
事
の
な
き
な
り
。
物
急
な
ら
で
然
も
う
き
！
1
ヾ
】
し
ろ

す
べ
き
」
閑
讐
ミ
で
あ
り
∵
こ
れ
等
が
し
み
こ
繕
る
境
に
於
て
竺
さ
れ
る
所
に
座
の
理
想
が
あ
云
わ
け
で
あ
る
。
明
月
記
に
於
げ
ろ
座

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ
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の
考
察
も
．
此
の
匙
に
立
脚
し
て
統
一
的
に
見
直
々
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
封
し
て
明
月
記
は
曹
㌫
賃
料
を
提
供
し
な

い
。
「
卸
句
細
簸
天
気
太
快
然
し
講
等
の
如
孟
多
少
此
の
匙
に
梱
れ
た
文
字
の
や
う
で
あ
る
が
・
併
し
猫
後
鳥
羽
院
の
個
人
に
関

す
る
も
の
で
座
の
全
焙
に
関
し
て
は
ゐ
な
い
。
斯
く
て
本
稿
に
於
て
ほ
、
上
述
の
如
き
部
分
的
考
察
に
満
足
す
る
外
は
な
い
。
碓
不
箪
未

熟
の
考
察
は
、
蔑
多
の
見
落
し
ミ
誤
謬
ヾ
た
満
ち
て
る
る
ヾ
．
点
ふ
。
大
方
の
御
叱
正
を
得
れ
ば
事
で
あ
る
。

（
昭
和
九
年
八
月
五
日
砧
）

邁
歌
　
の
座




